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 「海辺の生物多様性を調べよう」
　海辺の学芸委員・佐名川洋之さんを講師に、海辺の生
物調査を開催しました。炎天下にもかかわらず19名が参
加しました。調査場所は、満潮のときには水面下にかくれ、
干潮のときには海底が露出する部分(潮間帯)です。
　田倉崎は自然海岸で紀伊水道に入った黒潮が直接当た
るところに位置しており、多様な生物が住みついていま
す。調査は10時30分～ 12時までの短時間でしたが、わず
か2つの潮溜りで腹足類(巻貝)8種類、カニ6種類、ヒトデ4
種類など計44種類の生物を発見しました。
　今回の調査では、温暖化の影響を見つけることがで
きませんでしたが、大阪府水産技術センターによると、
1973年～ 2007年の35年間で大阪湾の海水温は約0.8℃、特
に11月、12月は上昇幅が大きく、同期間で約1.4℃上昇し
たとの報告があります。
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